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内
部
統
制
と
は
、
Ｊ
Ａ
の
業
務
を

効
率
的
に
遂
行
す
る
た
め
に
、
Ｊ
Ａ

を
構
成
す
る
す
べ
て
の
部
署
の
者
に

よ
り
運
用
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。
Ｊ

Ａ
経
営
の
有
効
性
と
効
率
性
を
高

め
、
財
務
報
告
の
信
頼
性
確
保
や
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
資
産
の
保
全
を

図
る
と
い
っ
た
目
的
で
構
築
・
強
化

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

融
資
実
務
に
お
け
る
内
部
統
制
シ

ス
テ
ム
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め

に
は
、
融
資
管
理
の
一
連
の
流
れ
を

関
連
部
署
す
べ
て
が
把
握
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
段
階
の
事
務
を
確
実
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
特
集
で
は
、
そ
の
一
連
の
プ
ロ

セ
ス
を
、
①
融
資
申
込
、
②
融
資
審

査
、
③
融
資
実
行
、
④
期
中
管
理
、

⑤
自
己
査
定
、⑥
債
権
管
理（
回
収
・

完
済
）
の
六
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分

け
、
前
号
（
本
誌
五
七
八
号
四
頁
）

で
①
～
③
を
解
説
し
ま
し
た
。
今
号

で
は
、
④
以
降
を
取
り
上
げ
ま
す
。

融
資
実
行
後
の
期
中
管
理
は
、
後

述
す
る
自
己
査
定
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
も
い

え
る
も
の
で
す
。
期
中
管
理
の
仕
組

み
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
、
各
部
門

の
担
当
者
同
士
の
、
融
資
に
対
す
る

共
通
し
た
尺
度
の
認
識
を
確
立
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

融
資
に
対
す
る
共
通
し
た
尺
度
が

確
立
し
て
い
る
こ
と
は
、
与
信
判
断

を
行
う
審
査
部
門
だ
け
で
な
く
、
融

資
管
理
部
門
や
営
業
店
の
融
資
推
進

部
門
な
ど
、
す
べ
て
の
担
当
者
が
同

じ
レ
ベ
ル
で
融
資
先
を
み
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
特

に
、
融
資
推
進
部
門
に
も
認
識
が
広

が
る
こ
と
に
よ
り
、
融
資
ニ
ー
ズ
の

発
掘
や
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
を
通
じ
た
業

務
推
進
も
実
現
で
き
る
で
し
ょ
う
。

共
通
し
た
尺
度
の
確
立
の
た
め
に

は
、
与
信
管
理
に
あ
た
っ
て
必
要
な

書
類
が
揃
え
ら
れ
、
常
に
貸
出
先
を

検
証
で
き
る
状
況
が
整
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
期
中
管

理
に
は
次
の
事
項
が
必
要
で
す
。

・
債
務
者
の
決
算
時
期
を
ベ
ー
ス

に
、
毎
年
信
用
調
査
表
（
前
篇

（
本
誌
五
七
八
号
五
頁
）
参
照
）

を
更
新
す
る
。

・
債
務
者
に
変
動
が
あ
っ
た
場
合

は
、
内
容
を
調
査
し
て
信
用
調
査

表
に
反
映
す
る
（
農
業
信
用
基
金

協
会
保
証
が
あ
る
場
合
は
、
文
書

で
の
同
協
会
へ
の
報
告
が
必
須

（
延
滞
報
告
も
含
む
））

・
貸
出
金
に
直
接
影
響
の
あ
る
場
合

は
、
関
連
部
署
や
関
連
担
当
者
へ

の
報
告
、
連
絡
・
稟
議
が
必
要
。

 

融
資
管
理
の

実
務（
後
篇
）

1975年王子信用金庫（現城北信用金庫）
入庫。審査・債権回収・監査の各役員
を歴任。融資審査・自己査定・信用格
付・監査実務・債権回収実務システム
等・しんきん電子記録債権の構築に携
わる。現在は、融資審査管理実務・自
己査定・コンプライアンス・内部統
制・監査・役員研修等を中心に活動。
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融
資
案
件
が
実
行
さ
れ
る
ま
で
の

間
に
、
営
業
店
あ
る
い
は
本
店
審
査

部
門
に
よ
っ
て
様
々
な
角
度
か
ら
検

討
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
融

資
が
実
行
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
融

資
管
理
の
過
程
で
は
、
融
資
し
た
資

金
が
取
引
先
の
安
定
成
長
を
援
助
す

る
効
果
を
発
揮
し
た
か
、
利
息
が
支

払
わ
れ
る
か
、
こ
れ
ら
の
過
程
に
無

理
が
な
か
っ
た
か
、
そ
し
て
安
全
に

回
収
さ
れ
る
か
ど
う
か
な
ど
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
万
一
、
こ

れ
ら
の
う
ち
一
つ
で
も
不
可
能
に
な

っ
た
場
合
に
は
、
取
引
先
の
経
営
改

善
サ
ポ
ー
ト
や
、
最
悪
の
場
合
は
保

全
の
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。融

資
先
に
お
い
て
は
、
貸
出
金
を

完
済
す
る
ま
で
に
様
々
な
障
害
や
事

故
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

融
資
を
行
っ
た
金
融
機
関
に
は
、
そ

れ
ら
の
障
害
や
事
故
を
未
然
に
回
避

す
る
役
割
が
あ
り
、
無
事
回
収
が
な

さ
れ
て
は
じ
め
て
融
資
金
が
そ
の
使

命
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
融
資
・
渉
外
担
当
者

は
、
常
に
取
引
先
の
状
況
を
把
握

し
、
経
営
が
健
全
に
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
融
資
金
が
機
能
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
期
中
管
理
に
よ
り
見

定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

融
資
の
期
中
管
理
は
、
融
資
実
行

後
、
そ
の
貸
出
金
が
ど
の
よ
う
に
動

い
て
い
る
の
か
と
い
う
過
程
を
可
視

す
る
（
ト
レ
ー
ス
す
る
）
作
業
で

す
。
各
々
の
融
資
金
を
定
期
的
に
見

直
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
後
述
す
る
自
己
査
定
の
精

度
を
あ
げ
る
条
件
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
状
況
把
握
を
、
金
融
機
関
と

し
て
も
っ
と
も
効
率
よ
く
行
え
る
も

の
に
、
決
算
書
（
確
定
申
告
書
）
が

あ
り
ま
す
。
決
算
書
は
、
一
定
期
間

内
の
取
引
先
の
経
営
内
容
等
を
総
合

判
断
す
る
材
料
と
し
て
大
変
重
要
な

資
料
で
す
。

主
に
、
次
の
も
の
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。

①
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
に
よ

る
事
後
チ
ェ
ッ
ク

二
決
算
期
間
の
資
産
・
負
債
・
資

本
の
変
化
を
勘
定
科
目
ご
と
に
差
し

引
き
し
、
異
常
値
は
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。
異
常
値
が
あ
っ
た
場
合

は
変
動
理
由
を
究
明
し
ま
す
。
特
に
、

資
産
内
容
は
修
正
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

を
作
成
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
内
容
は
主
に
、

そ
の
他
流
動
資
産
の
中
の
不
良
資

産
・
資
産
性
の
な
い
仮
払
金
、
立
替

金
等
・
返
済
見
込
み
の
な
い
貸
付

金
・
未
収
入
金
・
業
況
不
良
関
連
会

社
へ
の
貸
付
金
や
不
良
在
庫
・
架
空

在
庫
・
不
良
投
融
資
・
そ
の
他
不
良

資
産
に
資
産
性
が
あ
る
か
否
か
を
確

認
す
る
作
業
で
す
。
こ
の
よ
う
な
不

良
資
産
が
あ
っ
た
場
合
、
不
良
資
産

を
差
し
引
い
た
資
産
合
計
に
て
真
の

資
本
合
計
を
算
出
し
て
債
務
者
区
分

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
決
済
口
座
の
移
動
に
よ
る
事
後
チ

ェ
ッ
ク

Ｊ
Ａ
に
あ
る
決
済
口
座
は
、
取
引

先
の
経
営
状
態
の
動
き
が
す
べ
て
わ

か
る
唯
一
の
手
元
資
料
で
す
。
売
上

が
順
調
に
上
が
っ
て
い
る
か
ど
う

か
、
収
益
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
、
支
払
能
力
に
余
裕
が
あ
る
か

ど
う
か
な
ど
を
、
相
手
先
に
書
類
等

を
徴
求
す
る
こ
と
な
く
確
認
で
き
ま

す
。
経
営
内
容
が
悪
化
す
れ
ば
当
然

に
残
高
の
縮
小
が
起
き
ま
す
。
事
後

管
理
の
手
段
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ

と
を
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
資
金
ト
レ
ー
ス
に
よ
る
事
後
チ
ェ

ッ
ク

例
え
ば
、
設
備
資
金
を
実
行
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
後
、
そ
の
資
金
が

資
金
使
途
の
予
定
ど
お
り
使
わ
れ
た

か
、
決
済
口
座
、
領
収
書
、
決
算
書

等
で
確
認
し
ま
す
。
運
転
資
金
の
場

合
も
、
同
様
に
確
認
す
る
こ
と
が
不

良
資
産
発
生
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

特
に
、
農
業
信
用
基
金
協
会
保
証

付
き
融
資
の
場
合
は
、
こ
の
資
金
ト

レ
ー
ス
を
一
覧
表
に
し
、
必
ず
エ
ビ

デ
ン
ス
と
し
て
残
す
よ
う
に
し
ま
す
。

④
取
引
先
・
貸
出
金
変
動
時
の
対
応

金
融
機
関
の
取
引
は
一
般
的
に
ほ

と
ん
ど
が
長
期
間
に
わ
た
る
継
続
的

取
引
で
す
か
ら
、
貸
出
金
が
当
初
の

約
束
ど
お
り
有
効
に
利
用
さ
れ
返
済

さ
れ
て
い
る
か
、
担
保
、
保
証
等
に

瑕
疵
は
な
い
か
等
を
適
時
管
理
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

取
引
先
の
業
績
悪
化
等
に
よ
る
変

動
は
貸
出
金
の
当
初
条
件
の
変
更
等

に
よ
り
現
れ
ま
す
。
業
績
悪
化
に
よ

り
条
件
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、
分
類
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実
行
後
の
具
体
的
な

チ
ェ
ッ
ク
方
法

２
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退
職
給
付
会
計
は
、
退
職
給
付
引

当
金
を
決
算
書
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
会
計
の
仕
組
み
で
す
。

退
職
給
付
引
当
金
は
、
決
算
日
に

お
い
て
計
算
し
た
「
職
員
へ
支
給
す

る
退
職
金
の
見
積
額
」
か
ら
「
Ｊ
Ａ

が
退
職
金
の
た
め
に
外
部
へ
預
け
て

い
る
資
産
等
」
を
差
し
引
い
た
も
の

の
誤
り
を
原
因
と
し
て
決
算
修
正
を

行
う
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
　
本
稿
の
目
的

本
稿
は
、
退
職
給
付
会
計
の
所
管

部
署
で
あ
る
総
務
部
や
管
理
部
の
担

当
者
が
、
公
認
会
計
士
監
査
に
向
け

て
退
職
給
付
会
計
の
考
え
方
を
お
さ

ら
い
し
、
担
当
部
署
内
で
現
状
を
共

有
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
Ｊ
Ａ
か
ら
弊

社
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
内
容
を
も

と
に
、
公
認
会
計
士
監
査
に
向
け
て

の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
い
ま
す
の

で
、
実
務
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
Ｊ
Ａ

や
連
合
会
（
以
下
、「
Ｊ
Ａ
」
と
い

う
）
が
、
今
般
導
入
さ
れ
る
公
認
会

計
士
監
査
へ
の
対
応
の
準
備
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
退
職
給
付

会
計
ま
で
手
が
回
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
は

ま
だ
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

退
職
給
付
会
計
に
関
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
全
中
監
査
に
お
い
て
、
指

摘
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
無
事
に
監

査
を
終
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
筆
者
が
Ｊ
Ａ
へ
伺
っ
て
顔
を
合

わ
せ
て
お
話
す
る
ま
で
は
危
機
意
識

を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
Ｊ
Ａ
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
担
当

者
は
苦
手
意
識
や
不
安
を
抱
い
て
お

り
、
管
理
者
は
実
務
が
よ
く
わ
か
ら

ず
担
当
者
に
任
せ
て
し
ま
い
、
予
算

策
定
や
決
算
の
時
期
に
苦
労
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

こ
の
苦
手
意
識
や
不
安
は
、
担
当

者
が
内
部
統
制
上
の
リ
ス
ク
を
実
感

し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
も
思
わ
れ

ま
す
が
、
公
認
会
計
士
監
査
に
向
け

て
改
善
策
を
検
討
す
る
べ
き
と
こ

ろ
、
退
職
給
付
会
計
は
理
解
ま
で
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
業
務
が
属
人
化

し
や
す
い
た
め
、
担
当
部
署
だ
け
で

改
善
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
す
。

民
間
の
上
場
企
業
で
も
、
リ
ス
ク

が
担
当
部
署
や
担
当
役
員
、
監
事
ま

で
共
有
さ
れ
ず
、
退
職
給
付
引
当
金

株式会社ＩＩＣパートナーズ
ＪＡ退職給付監査対策室

大森 祥弘
ＪＡ全国監査機構や県中央会へ
公認会計士監査に関する情報提
供、ＪＡや連合会へ内部統制強
化支援を行う。ＪＡ退職給付監
査対策室を立ち上げ、年金数理
人と連携しＪＡ専用の退職給付
債務計算サービスを提供してい
る。

１
退
職
給
付
会
計
の
仕
組
み

公
認
会
計
士
監
査
に
向
け
て

や
さ
し
く
理
解
す
る

退
職
給
付
会
計

解説
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で
す
（
図
表
１
参
照
）。

こ
う
し
て
計
算
さ
れ
た
退
職
給
付

引
当
金
は
、
決
算
書
に
お
い
て
、
貸

借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
「
引
当

金
」
と
し
て
計
上
さ
れ
ま
す
。
こ
こ

ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
退
職
給
付
会
計
に
登
場
す
る

各
項
目
の
細
か
い
仕
組
み
を
理
解
す

る
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
、

多
く
の
担
当
者
が
退
職
給
付
会
計
に

苦
戦
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
ず
、
仕
組
み
が
複
雑
な
退
職
給

付
債
務
か
ら
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑴

職
員
へ
支
給
す
る
退
職
金

の
見
積
額（
退
職
給
付
債
務
）

退
職
給
付
債
務
は
、
決
算
日
に
お

い
て
計
算
さ
れ
る
退
職
金
の
見
積
額

の
こ
と
で
す
。
見
積
り
は
会
計
の
ル

ー
ル
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
①
簡
便

法
と
②
原
則
法
と
い
う
二
つ
の
計
算

方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
　
簡
便
法
の
計
算
方
法

簡
便
法
は
、
退
職
給
与
規
程
が
適

用
さ
れ
る
職
員（
以
下
、「
正
職
員
数
」

と
い
う
）
の
数
が
概
ね
三
〇
〇
人
未

満
の
Ｊ
Ａ
が
採
用
し
て
い
る
計
算
方

法
で
す
。
簡
便
法
に
よ
る
計
算
方
法

は
、
教
科
書
的
に
説
明
す
る
と
い
く

つ
か
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
本

稿
で
は
ほ
と
ん
ど
の
Ｊ
Ａ
が
採
用
し

て
い
る
方
法
に
絞
っ
て
解
説
し
ま
す
。

ⓐ
退
職
一
時
金
制
度
の
み
を
実
施
し

て
い
る
場
合

職
員
が
決
算
日
に
お
い
て
自
己
都

合
で
退
職
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る

退
職
金
の
額
（
以
下
、「
自
己
都
合
要

支
給
額
」
と
い
う
）
を
退
職
給
付
債

務
と
し
ま
す
。
退
職
給
与
規
程
に
基

づ
い
て
計
算
し
た
退
職
金
の
額
が
、

退
職
給
付
債
務
に
な
り
ま
す
。

ⓑ
退
職
一
時
金
に
加
え
、
確
定
給
付

企
業
年
金
制
度
（
以
下
、「
Ｄ
Ｂ
」

と
い
う
）
を
導
入
し
て
い
る
場
合

ⓐ
の
額
を
現
役
の
職
員
の
退
職
給

付
債
務
と
し
、
年
金
受
給
者
や
繰
下

者
は
直
近
の
Ｄ
Ｂ
に
お
け
る
年
金
受

給
者
・
繰
下
者
の
数
理
債
務
を
退
職

給
付
債
務
と
し
ま
す
。

②
　
原
則
法
の
計
算
方
法

原
則
法
は
職
員
の
数
が
概
ね
三
〇

〇
人
以
上
で
あ
る
場
合
に
用
い
る
計

算
方
法
で
す
。

簡
便
法
は
、
決
算
日
時
点
の
自
己

都
合
要
支
給
額
を
退
職
給
付
債
務
と

す
る
方
法
で
し
た
が
、
原
則
法
は
、

将
来
の
退
職
金
の
額
を
見
込
み
、
決

算
日
ま
で
の
勤
続
に
応
じ
た
分
を
現

在
の
価
値
に
直
し
た
額
を
退
職
給
付

債
務
と
す
る
方
法
で
す
（
図
表
２
）。

原
則
法
に
よ
る
計
算
は
、
数
理
計

算
を
伴
う
複
雑
な
も
の
で
あ
る
た

め
、
専
用
の
計
算
ソ
フ
ト
を
利
用
す

る
か
、
外
部
の
専
門
家
に
委
託
し
て

計
算
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
Ｊ
Ａ
で

は
計
算
ソ
フ
ト
で
退
職
給
付
債
務
が

計
算
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
計
算
を
Ｊ

Ａ
内
部
で
行
う
こ
と
に
は
計
算
を
誤

る
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
次
の

よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
ご
と
に
計
算
の
流

れ
や
背
景
知
識
を
把
握
し
、
退
職
給

付
債
務
の
計
算
体
制
に
つ
い
て
自
己

点
検
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

原
則
法
の
計
算
　
ス
テ
ッ
プ
１

：
計
算
前
提
の
確
認

計
算
ソ
フ
ト
は
、
導
入
し
た
時
の

退
職
給
与
規
程
に
基
づ
い
て
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た

後
に
退
職
給
与
規
程
や
給
与
規
程
を

変
更
し
た
場
合
は
、
販
売
元
に
確
認

を
行
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
わ
な
け

れ
ば
以
前
の
退
職
給
与
規
程
に
基
づ

く
計
算
が
さ
れ
、
計
算
結
果
を
誤
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
計

算
ソ
フ
ト
に
昔
の
規
程
が
登
録
さ
れ

た
ま
ま
で
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
公
認
会
計
士
監
査
に
向
け
て
】

〈
過
去
勤
務
費
用
の
計
算
〉

退
職
一
時
金
制
度
や
Ｄ
Ｂ
の
改
訂

公認会計士監査に向けて
やさしく理解する退職給付会計

解説

【図表１】退職給付引当金

【図表２】原則法による退職給付債務の
計算イメージ

外部へ預けて
いる資産等
（年金資産） 退職金の見積額

（退職給付債務）
退職給付引当金

（注）原則法で退職給付債務を計算
している場合は、年金資産に加
え、未認識項目も控除し退職給
付引当金を計算する。

貸借対照表に負債として計上借対照表に

当期末

退職給付
債務

退職時

②過去分

③現在価値
に直す

将来分

割引率

①将来の退職
　給付（予測
　額）を算出

昇給率

退職率

死亡率
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（
取
引
一
般
）

個
人
情
報
漏
え
い
に
よ
る

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
基

づ
く
損
害
賠
償
（
最
判
平
成
二

九
・
一
〇
・
二
三
判
例
時
報
二
三

五
一
号
七
頁
。
本
誌
五
七
〇
号
五

四
頁
参
照
）

【
事
案
】

①
　
Ｙ
社
は
、
通
信
教
育
等
を
業
と

す
る
会
社
で
あ
る
が
、
Ｘ
の
子
Ａ

（
一
〇
歳
に
満
た
な
い
未
成
年
者
）

の
氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、
保
護
者
Ｘ
の
名
（
以

下
、「
本
件
個
人
情
報
」
と
い
う
）

を
管
理
し
て
い
た
。

②
　
Ｙ
社
の
業
務
委
託
先
の
従
業
員

は
、
Ｙ
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら

本
件
個
人
情
報
を
不
正
に
持
ち
出

し
、
名
簿
業
者
に
売
却
し
た
（
以

下
、「
本
件
漏
え
い
」
と
い
う
）。

〈
争
点
〉

Ｘ
は
、
Ｙ
社
に
対
し
て
、「
本
件

漏
え
い
は
不
法
行
為
に
当
た
る
」

と
し
て
、
慰
謝
料
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
。

本
件
個
人
情
報
は
、
Ｘ
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
係
る
情
報
と
し
て
、
法
的

保
護
の
対
象
と
な
る
。
Ｘ
は
、
本
件

漏
え
い
に
よ
っ
て
、
そ
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
害
さ
れ
た
も
の
と
い
え

る
。
Ｘ
の
請
求
に
つ
き
、
不
快
感
等

を
超
え
る
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
主

張
・
立
証
が
な
い
こ
と
の
み
か
ら
、

Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
原
審
の
判
断

は
、
不
法
行
為
に
お
け
る
損
害
に
関

す
る
法
令
の
解
釈
を
誤
っ
た
も
の
で

あ
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
①
私
生
活
を

み
だ
り
に
公
開
さ
れ
な
い
権
利
、
な

い
し
②
自
己
に
関
す
る
情
報
を
自
ら
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〈 掲　載　項　目 〉
１．個人情報漏えいによるプライバシー侵害に基づく損害賠償

２．抵当権の被担保債権の破産免責と抵当権の消滅時効の成否
３．不動産に対する商事留置権の成否
４．信用保証協会保証につき協会の求償権の連帯保証が不成立

であった場合と協会の免責

５．財産分離の要件

６．競売手続開始前・滞納差押後の建物賃借人に対する明渡猶
予・引渡命令

７．遅延損害金を債権差押申立日までの確定金額とした債権差
押命令による取立金の充当

８．破産手続開始後の物上保証人の弁済と実体法上の残債権額
を超過する額の配当

９．差引計算合意に基づく破産債権と保証人の預金との相殺の
効力

10．被差押債権の支払いと破産否認
11．小規模個人再生における虚偽債権の届出と再生計画の不認

可事由
12．民事再生手続における無償行為否認の要件

13．暴力団排除条項適用による保険契約の解除

取
引
一
般

管
理

貸
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・
担
保
・
保
証

回
　
収

倒
　
産

そ
の
他

１

判
決
要
旨

解　

説



は
な
い
か
。

抵
当
権
の
被
担
保
債
権
が
破
産
法

上
の
免
責
許
可
決
定
の
効
力
を
受
け

た
場
合
に
は
、
民
法
三
九
六
条
は
適

用
さ
れ
ず
、
債
務
者
お
よ
び
抵
当
権

設
定
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て

も
、
当
該
抵
当
権
自
体
が
同
法
一
六

七
条
二
項
所
定
の
二
〇
年
の
消
滅
時

効
に
か
か
る
。 

破
産
者
に
対
す
る
破
産
免
責
許
可

決
定
が
確
定
す
る
と
、
破
産
者
は
、

「
破
産
手
続
に
よ
る
配
当
を
除
き
、

破
産
債
権
に
つ
い
て
、
そ
の
責
任
を

免
れ
る
」（
破
産
法
二
五
三
条
一
項
）。

こ
の
「
責
任
を
免
れ
る
」
と
い
う
の

は
、
債
務
そ
の
も
の
は
消
滅
し
な
い

が
、
訴
え
を
も
っ
て
履
行
を
請
求
し

強
制
的
実
現
を
図
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
で
あ
る
、
と
解
す
る
自

然
債
務
説
が
通
説
・
判
例
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
破
産
免
責
を
受
け
た

債
権
に
つ
い
て
は
、「
権
利
を
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
る
時
」
を
起
算
点
と
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管
理
す
る
権
利
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
は
、
権
利
の
侵
害
と
し

て
不
法
行
為
に
な
り
得
る
こ
と
は
、

通
説
・
判
例
（
最
判
平
成
一
五
・

九
・
一
二
民
集
五
七
巻
八
号
九
七
三

頁
）
で
あ
る
。

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

（
以
下
、「
個
人
情
報
保
護
法
」
と
い

う
）
は
、
農
協
等
の
個
人
情
報
取
扱

事
業
者
の
「
個
人
情
報
の
安
全
管
理

義
務
」
に
つ
い
て
、
①
取
り
扱
う
個

人
デ
ー
タ
の
漏
え
い
、
滅
失
ま
た
は

毀
損
の
防
止
そ
の
他
の
個
人
デ
ー
タ

の
安
全
管
理
の
た
め
に
必
要
か
つ
適

切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
旨
（
個
人
情
報
保
護
法
二
〇
条
）、

②
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
の
全
部
ま

た
は
一
部
を
委
託
す
る
場
合
は
、
そ

の
取
扱
い
を
委
託
さ
れ
た
個
人
デ
ー

タ
の
安
全
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

委
託
を
受
け
た
者
に
対
す
る
必
要
か

つ
適
切
な
監
督
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
旨
（
同
法
二
二
条
）
規
定
し

て
い
る
。

本
件
に
つ
い
て
、
原
判
決
は
、
本

件
漏
え
い
に
よ
っ
て
Ｘ
が
不
快
感
、

不
安
感
を
抱
く
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

そ
れ
以
上
に
Ｘ
が
迷
惑
を
受
け
た
と

か
財
産
的
損
害
を
被
っ
た
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
主
張
・
立
証
は
な
い
こ
と

を
理
由
に
、
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
す
べ

き
で
あ
る
と
し
た
。

こ
の
判
断
は
、
総
理
大
臣
が
靖
国

神
社
に
参
拝
し
た
こ
と
に
よ
り
宗
教

上
感
情
が
害
さ
れ
た
と
し
て
、
一
般

市
民
が
国
に
対
し
て
慰
謝
料
の
請
求

を
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
宗
教
上
の

感
情
が
害
さ
れ
「
不
快
の
念
」
を
抱

い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
被
侵
害
利

益
と
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
し
た
判
例
（
最
判
平

成
一
八
・
六
・
二
三
判
例
時
報
一
九

四
〇
号
一
二
二
頁
）
の
見
解
を
本
件

に
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
件
判
決
は
、
判
決
要
旨
の
と
お

り
述
べ
、
本
件
漏
え
い
に
つ
い
て
Ｘ

の
過
失
の
有
無
、
Ｘ
の
精
神
的
損
害

の
有
無
・
程
度
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
に
、
本
件

を
原
審
に
差
し
戻
し
た
。
本
件
判
決

は
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
を
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
と
い
う
不
法
行
為
法

上
の
「
権
利
の
侵
害
」
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
貸
付
・
担
保
・
保
証
）

抵
当
権
の
被
担
保
債
権
の

破
産
免
責
と
抵
当
権
の
消

滅
時
効
の
成
否
（
最
判
平
成
三

〇
・
二
・
二
三
民
集
七
二
巻
一
号

一
頁
。
本
誌
五
七
四
号
五
二
頁
参

照
）

【
事
案
】

①
Ｘ
は
、
Ｙ
に
対
す
る
本
件
貸
付
債

務
を
担
保
す
る
た
め
に
所
有
不
動

産
に
本
件
根
抵
当
権
を
設
定
し
、

そ
の
仮
登
記
を
し
た
。

②
そ
の
後
、
Ｘ
は
、
破
産
手
続
開
始

決
定
お
よ
び
免
責
許
可
決
定
を
受

け
た
。

③
そ
の
後
、
Ｘ
は
、
Ｙ
に
対
し
て
、

「
本
件
貸
金
債
権
に
つ
い
て
消
滅

時
効
が
完
成
し
た
か
ら
、
本
件
根

抵
当
権
は
消
滅
し
た
」
と
主
張

し
、
本
件
根
抵
当
権
仮
登
記
の
抹

消
手
続
を
求
め
た
。

〈
争
点
〉

金
銭
債
務
担
保
の
た
め
抵
当
権

を
設
定
し
た
債
務
者
が
破
産
法
上

の
免
責
決
定
を
受
け
た
場
合
、
抵

当
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
る
こ
と
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判
決
要
旨

解　

説

２


